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県
産
材
新
規
用
途
導
入
支

援
事
業
「
木
製
環
境
パ
イ
ル

工
法
」
の
現
場
見
学
会
が

、


日
、
鹿
児
島
市
吉
野
町
の

現
地
で
あ
っ
た

＝
写
真
＝
。
県

や
Ｍ
Ｂ
Ｃ
開
発

㈱
、
大
和
木
材

㈱
、
環
境
パ
イ

ル
工
法
協
会
員

ら
約

人
が
参

加
。
本
県
初
の

施
工
と
な
る
木

製
パ
イ
ル
を
利

用
し
た
地
盤
改
良
に
関
心
を

示
し
た
。

　
今
回
の
現
場
見
学
会
は
、

大
和
木
材
㈱
（
吉
崎
和
穂
社

長
）
が
窓
口
と
な
り
、
県
か

ら
補
助
金
を
受
け
て
Ｍ
Ｂ
Ｃ

開
発
㈱
が
施
工
す
る
新
築
戸

建
て
住
宅
で
実
施
。
事
前
に

地
耐
力
検
査
を
行
っ
た
上
で
、

環
境
パ
イ
ル
工
法
協
会
員
の

高
原
木
材
㈲
（
八
代
市
）
が

オ
ー
ガ
併
用
杭
打
機
（
Ｋ
Ｏ

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
　
Ｂ
Ａ
１
０
０
）

を
使
っ
て
、
均
一
に
加
工
し

た
杉
材
（
φ
１
４
０
）
を
地

盤
に
圧
入
し
た
。

　
同
工
法
は
、
木
材
を
利
用

し
て
家
を
支
え
る
地
盤
改
良

の
ひ
と
つ
で
、
兼
松
日
産
農

林
㈱
（
東
京
都
）
が
開
発
。

特
長
は
、
①
環
境
負
荷
が
少

な
く
、
施
工
し
や
す
い
②

「
蟻
害
し
な
い
」
「
腐
ら
な
い
」

よ
う
に
、
Ｋ
４
ク
ラ
ス
に
適

合
す
る
薬
剤
を
加
圧
注
入
す

る
こ
と
で
木
材
保
存
処
理
を

施
し
て
い
る
③
セ
メ
ン
ト
系

の
部
材
と
比
較
し
て
も
遜
色

な
い
強
度
が
あ
る
④
試
験
に

よ
り

年
以
上
の
木
材
耐
久

性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
⑤
木

材
利
用
ポ
イ
ン
ト
（
最
大


万
ポ
イ
ン
ト
）
も
利
用
で
き

る
娃
な
ど
。

　
施
工
に
立
ち
合
っ
た
県
環

境
林
務
部
木
材
利
用
推
進

係
の
吉
元
英
樹
技
術
専
門

員
は
「
実
績
が
で
き
認
知
度

も
上
が
れ
ば
、
木
材
の
新
た

な
利
用
拡
大
に
つ
な
が
る
。

公
共
建
築
物
や
河
川
工
事

等
へ
の
広
が
り
も
期
待
で
き

る
の
で
は
」
と
感
想
を
述
べ

た
。

　
大
和
木
材
㈱
の
西
園
靖
彦

顧
問
は
「
従
来
工
法
と
比
べ

て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
大
幅
に
削

減
し
、
周
面
摩
擦
力
が
大
き

い
た
め
安
心
の
支
持
力
を
確

保
し
て
い
る
。
木
材
の
特
長

を
生
か
し
た
地
盤
改
良
工
法

の
普
及
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

た
。
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貯
水
槽
清
掃
作
業
監
督
者

講
習
会
が

日
、
鹿
児
島
市

の
県
管
工
事
会
館
で
始
ま
っ

た
＝
写
真
＝
。
ビ
ル
管
理
会

社
の
従
業
員
ら

人
が
新
規

登
録
者
講
習
に
挑
戦
。
建
築

物
飲
料
水
の
安
全
管
理
に
必

要
な
講
義
が

日
ま
で
の
４

日
間
予
定
さ
れ
、
最
終
日
に

試
験
が
行
わ
れ
る
。

　
講
習
会
は
、
県
管
工
事
業

協
同
組
合
連
合
会
の
要
請
で
、

日
本
建
築
衛
生
管

理
教
育
セ
ン
タ
ー

が

年
ぶ
り
に
開

催
。
建
築
物
衛
生

法
に
基
づ
く
資
格

制
度
で
、
建
築
物

貯
水
槽
清
掃
業
の

知
事
登
録
に
必
要

な
人
的
要
件
と
な

る
。

　
講
座
は
、
４
日

間
に
わ
た
り
約


時
間
開
講
。
建
築

物
環
境
衛
生
制
度
を
は
じ
め
、

給
水
衛
生
や
建
築
設
備
、
貯

水
槽
清
掃
な
ど
に
つ
い
て
、

７
人
の
講
師
陣
が
そ
れ
ぞ
れ

担
当
す
る
。
知
事
登
録
の
有

効
期
間
は
６
年
で
、
期
限
延

長
に
は
再
講
習
が
必
要
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
齊
藤
秀
樹

業
務
部
長
は
「
特
定
建
築
物

以
外
の
建
物
も
法
に
基
づ
き

努
力
義
務
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
。
資
格
を
取
得
し
、
ビ

ル
の
環
境
衛
生
向
上
に
活
躍

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
㈱
土
佐
屋
（
岡
部
龍
一
郎

社
長
）
主
催
の
創
業
１
０
０

周
年
記
念
「
土
佐
屋
フ
ァ
ミ

リ
ー
会
」
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は


日
、
霧
島
市
の
か
ご
し
ま

空
港

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
盛
大
に
開
催
＝
写
真
＝
。

取
引
先
か
ら
１
０
９
人
が
和

気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
し
て

楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
た
。

　
表
彰
式
で
岡
部
社
長
は
、

「
今
年
８
月
に
創
業
１
０
０

周
年
、
会
社
設
立

周
年
を

迎
え
ら
れ
た
の
も
、
ひ
と
え

に
皆
さ
ま
方
の
会
社
、
そ
の

Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
お
か
げ
と
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。
今
後
も

２
０
０
周
年
へ
向
け
て
お
役

に
立
て
る
よ
う
社
員
一
丸
で

努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
挨

拶
し
た
。

　
末
重
堅
司
末
重
建
設
㈱
社

長
の
乾
杯
発
声
に
続
き
、
表

彰
式
を
実
施
。
ゴ
ル
フ
用
品

や
最
新
家
電
、
土
佐
屋
な
ら

で
は
の
鉄
筋
１
ｔ
、
セ
メ
ン

ト
１
ｔ
な
ど
の
豪
華
賞
品
が

準
備
さ
れ
、
当
選
の
た
び
に

歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　
主
な
成
績
は
次
の
通
り
。

　
優
勝
＝
横
山
隆
昭
（
横
山

建
設
㈲
）
▽
準
優
勝
＝
田
畑

達
也
（
㈲
田
畑
工
業
）
▽
３

位
＝
小
田
原
光
二
（
㈱
小
田

原
建
設
）
▽
特
別
賞
＝
永
徳

正
英
（
㈱
プ
ラ
ン
テ
ム
タ
ナ

カ
）
有
上
孝
好
（
㈱
フ
ジ
モ

リ
）

　
県
建
設
業
協
会
日
置
支
部

（
西
郷
進
一
支
部
長
）
は


日
、
支
部
管
内
の

現
場
を

対
象
に
安
全
管
理
・
雇
用
改

善
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
＝

写
真
＝
。
会
員
企
業
の
事
業

主
を
は
じ
め
、
発
注
官
庁
の

担
当
職
員
ら

人
が
参
加
。

年
度
末
を
無
災
害
で
乗
り
切

ろ
う
娃
と
、
安
全
管
理
体
制

の
強
化
を
呼
び
掛
け
た
。

　
今
回
は
、
３
班
に
分
か
れ

て
診
断
。
こ
の
う
ち
２
班
は
、

下
野
善
和
専
務
理
事
（
㈲
下

野
建
設
）
ら

人
が
道
路
補

修
（
神
之
川

の
４
工
区
）

（
施
工
・
㈱
西
郷
組
）
な
ど

４
現
場
を
巡
回
し
た
。

　
各
現
場
で
は
、
施
工
状
況

を
は
じ
め
、
関
係
書
類
の
記

入
状
況
、
安
全
施
工
サ
イ
ク

ル
運
動
の
実
施
状
況
な
ど
を

入
念
に
点
検
。
神
之
川
の
現

場
で
岩
下
良
也
県
鹿

児
島
地
域
振
興
局
建

設
部
土
木
建
築
課
技

術
主
幹
は
「
こ
の
時

期
は
日
が
暮
れ
る
の

が
早
い
の
で
事
故
の

危
険
性
が
高
ま
る
。

視
界
確
保
対
策
を

し
っ
か
り
し
て
作
業

に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
パ
ト
終
了
後
、
日

置
建
設
会
館
で
反
省

会
を
実
施
。
各
診
断

員
は
「
ど
の
現
場
も
重
点
事

項
を
中
心
に
お
お
む
ね
良
好
」

な
ど
と
報
告
し
た
。

　
西
郷
支
部
長
は
「
こ
れ
か

ら
年
度
末
に
か
け
、
業
務
が

ふ
く
そ
う
す
る
繁
忙
期
を
迎

え
る
。
労
働
災
害
撲
滅
に
向

け
、
各
社
で
徹
底
し
た
指
導

を
お
願
い
し
た
い
」
と
呼
び

掛
け
た
。

　
「
い
ち
き
串
木
野
市
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
が

月
１

日
午
前
９
時
か
ら
、
同
市
の

い
ち
き
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
。

　
テ
ー
マ
は
「
地
産
・
食
・

健
康
」
。
特
産
品
の
出
展
や

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
各
種

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
市

産
業
経
済
課
（
☎
０
９
９

６
・
３
６
・
３
１
１
１
）
ま

で
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
㈱
ア
セ
ッ
ト
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
南
九
州
（
萩
原
徹
社
長
）

は

月

日
午
後
５
時

分

か
ら
、
鹿
児
島
市
の
か
ご
し

ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

「
医
療
、
介
護
、
福
祉
経
営

者
支
援
と
再
生
支
援
」
と
題

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。
参

加
費
無
料
。 

　
当
日
は
、
Ｃ
Ｒ
Ｃ
特
別
顧

問
の
桐
明
幸
弘
氏
が
、
医
療
、

福
祉
、
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
ト
の
現
状
と
対
応
策
の
事

例
を
紹
介
。
事
業
承
継
や
相

続
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
も
解
説

す
る
。 

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
、
同
社
（
☎
０
９
９
・
２

６
０
・
９
２
０
１
）
ま
で
。
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建
築
を
語
る
会
（
友
清

貴
和
会
長
）
は
毎
年
、
全

国
各
地
の
建
築
物
な
ど
を

見
学
す
る
研
修
旅
行
を
実

施
し
て
い
る
。
今
年
は
、

現
代
建
築
と
伝
統
的
建

築
が
建
ち
並
ぶ
街
並
み

の
見
学
を
目
的
に
３
日
間

の
日
程
で
石
川
県
金
沢
市

を
中
心
に
北
陸
を
訪
問
し

た
。

　
初
日
は
、
車
窓
か
ら
小

松
空
港
を
眺
め
な
が
ら
、

最
初
の
目
的
地
「
金
沢
海

み
ら
い
図
書
館
（
設
計
＝

シ
ー
ラ
カ
ン
ス
Ｋ
＆
Ｈ
・

工
藤
和
美
・
堀
場
弘
）
」

に
到
着
。
日
本
建
築
家
協

会
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

建
物
で
、
遠
目
か
ら
は
、

パ
ン
チ
ン
グ
メ
タ
ル
の
よ

う
に
見
え
る
外
観
の
丸
い

窓
が
特
長
。
内
部
は
、
３

層
に
分
か
れ
て
お
り
、
１

階
は
児
童
図
書
館
や
ホ
ー

ル
、
２
・
３
階
が
開
架
式

の
閲
覧
室
。
２
階
部
分
の

約
半
分
を
吹
き
抜
け
に
し
、

３
階
と
一
体
と
な
っ
た
空

間
と
な
っ
て
い
る
。

　
閲
覧
室
は
、
外
観
か
ら

見
え
る
丸
い
窓
が
、
外
壁

側
全
体
に
広
が
っ
て
お
り
、

箱
の
中
に
入
っ
て
い
る
よ

う
な
印
象
。
こ
の
丸
い
窓

は

㎝
ほ
ど
厚
み
が
あ
る

た
め
、
間
接
照
明
の
よ
う

な
効
果
を
も
つ
。
全
体
的

に
ほ
ど
良
い
照
度
を
保
ち
、

落
ち
着
い
た
空
間
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
照
明
器
具

の
ほ
か
、
空
調
の
吹
き
出

し
も
天
井
や
壁
に
は
な
く
、

柔
ら
か
い
光
と
空
気
に
包

ま
れ
た
、
海
の
中
を
イ
メ

ー
ジ
さ
せ
る
建
物
で
あ
っ

た
。

　
「

世
紀
美
術
館
（
設

計
＝
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ
・
妹
島

和
世
・
西
沢
立
衛
）
」
は
、

現
代
美
術
を
展
示
し
て
お

り
、
見
る
だ
け
で
な
く
、

触
る
こ
と
が
で
き
る
作
品

が
多
く
あ
っ
た
。

円
形
を
し
た
建

物
の
外
壁
は
ガ

ラ
ス
で
囲
ま
れ
、

屋
根
は
細
い
円

形
の
柱
で
支
え

ら
れ
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
に
リ
ブ

は
な
く
、
内
側

か
ら
は
、
外
の

緑
の
芝
生
と
一

体
と
な
っ
て
見

え
る
。
午
後
８
時
近
く
ま

で
見
学
し
て
い
た
が
、
館

の
内
外
に
は
、
見
学
者
が

多
く
、
市
民
に
開
放
さ
れ

た
美
術
館
で
あ
っ
た
。


